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総
高
１
・
３
３
ｍ
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材
質
は
安

山
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で
碑
身
頭
部
３
角
の
山
形
は
低
く
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裾
を
流
し
て
２
条
の
切
込
線

に
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が
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額
部
は
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丸
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彫
り
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そ
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下
に
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（
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の
功
徳
を
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え
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が
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地
域
お
こ
し
グ
ル
ー
プ
行
入
見
来

会
（
郷
司
日
出
海
会
長
25
人
）
の
皆

さ
ん
が
毎
年
取
り
組
ん
で
お
り
、
今

年
で
13
回
目
。
作
業
は
、
４
月
19
日

㈰
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
始
ま
り
、

ダ
ム
湖
に
２
本
の
ワ
イ
ヤ
ー
を
渡

し
、
上
流
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
は

３
本
の
ロ
ー
プ
を
渡
し
て
、
一
匹
ず

つ
ひ
も
で
こ
い
の
ぼ
り
を
結
び
つ
け

て
い
き
ま
し
た
。
11
時
頃
に
は
、
約

３
０
０
匹
の
色
と
り
ど
り
の
こ
い
の

ぼ
り
が
風
を
受
け
て
元
気
に
泳
ぎ
ま

し
た
。
こ
い
の
ぼ
り
は
、
家
庭
で
使

わ
な
く
な
っ
た
も
の
を
提
供
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

　

行
入
ダ
ム
の
こ
い
の
ぼ
り
は
、
５

月
10
日
㈰
ま
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。

国東町の行入ダムで
恒例のこいのぼり
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